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み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い 主

な
で
き
ご
と
と
村
の
動
き

１
日
（
日
）〜
２
日
（
月
）
東
京
ド
ー
ム
・
プ
ロ
野
球
観
戦
一
泊
バ
ス
ツ
ア
ー

６
日
（
金
）
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校　

入
学
式
（
小
学
校
仮
設
校
舎
）

６
日
（
金
）
飯
舘
中
学
校　

入
学
式
（
川
俣
町
中
央
公
民
館
）

６
日
（
金
）
第
３
回　

ま
で
い
な
復
興
計
画
推
進
委
員
会
（
中
町
会
館
）

９
日
（
月
）
草
野
・
飯
樋
幼
稚
園　

入
園
式
（
幼
稚
園
仮
設
園
舎
）

９
日
（
月
）〜　

小
宮
・
長
泥
地
区　

農
地
モ
デ
ル
除
染
作
業
開
始

９
日
（
月
）
避
難
区
域
見
直
し
に
関
す
る
懇
談
会
（
保
原
市
民
セ
ン
タ
ー
）

10
日
（
火
）
避
難
区
域
見
直
し
に
関
す
る
懇
談
会
（
相
馬
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

10
日
（
火
）
相
馬
農
業
高
校
飯
舘
校　

入
学
式
（
明
成
高
校
体
育
館
）

11
日
（
水
）
避
難
区
域
見
直
し
に
関
す
る
懇
談
会
（
福
島
県
青
少
年
会
館
）

12
日
（
木
）
避
難
区
域
見
直
し
に
関
す
る
懇
談
会
（
飯
野
出
張
所
）

13
日
（
金
）
自
治
会
管
理
人
連
絡
会
（
飯
野
出
張
所
）

17
日
（
火
）
草
野
・
飯
樋
幼
稚
園　

開
園
式
（
幼
稚
園
仮
設
園
舎
）

18
日
（
水
）
福
島
原
発
事
故
被
災
市
町
村
議
会
連
絡
協
議
会
総
会
（
田
村
市
）

18
日
（
水
）
飯
舘
村
行
政
区
長
・
副
区
長
会
議
（
飯
野
出
張
所
）

19
日
（
木
）
飯
舘
村
避
難
村
民
自
治
組
織
連
絡
協
議
会
（
飯
野
出
張
所
）

20
日
（
金
）
草
野
・
飯
樋
・
臼
石
小
学
校　

開
校
式
（
小
学
校
仮
設
校
舎
）

21
日
（
土
）
世
界
の
放
射
線
専
門
家
と
の
直
接
対
話
集
会
（
飯
野
出
張
所
）

22
日
（
日
）
春
季
検
閲
式
（
飯
舘
村
公
民
館
）

23
日
（
月
）
第
１
回　

い
い
た
て
全
村
見
守
り
隊　

隊
長
会
議
（
役
場
本
庁
）

23
日
（
月
）
復
興
対
策
特
別
委
員
会

24
日
（
火
）
議
会
産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

所
管
調
査

25
日
（
水
）
臨
時
議
会
（
飯
野
出
張
所
）

25
日
（
水
）
避
難
区
域
見
直
し
に
関
す
る
懇
談
会　

長
泥
地
区
（
飯
野
出
張
所
）

26
日
（
木
）
第
４
回　

ま
で
い
な
復
興
計
画
推
進
委
員
会
（
飯
野
出
張
所
）

27
日
（
金
）
議
会
総
務
文
教
常
任
委
員
会　

所
管
調
査

28
日
（
土
）
直
売
所
「
な
ご
み
」
命
名
記
念
式
典
（
松
川
第
一
仮
設
住
宅
内
直
売
所
）

村公民館において、消防団の
「春季検閲式」が２年ぶりに行わ
れ、荒利喜団長をはじめ団員と
女性消防隊員 126 名が参加しま
した。
式では、各地に避難を続けな

がら村の安全に力を尽くす隊員
たちに、村長からねぎらいの言
葉がかけられました。また、永
年勤続の３名が消防長官表彰を
受けました。

春季検閲式
全国の方から数限りない支援をいた
だいて、感謝しています。避難生活は
哀れで悲しいものだと感じていました
が、たくさんの方に励まされて…大変
ですが、元気に暮らしています。

家族がバラバラに避難せざるを得な
い状況。具合の悪い人にも気づけず、
避難先で孤独死が起きているので、他
地域のように、旗の設置やブザーの配
布など、対策をとってほしい。

一番困るのが、孫が遊びに来ても泊
まる場所がないこと。今までなら、盆
や正月には兄弟や客が集まり、それは
賑やかだった。狭い仮設住宅で集まる
ことができないのが、つらいです。

プランターで花を作り始めた時、近
所の人に「飯舘の土を持ってきてもらっ
ては困る」と言われてつらかったです。
でも今は花も咲いて、その方とも近所付
き合いができるようになっています。

82歳の母親は、今までずっと農業
をやってきた。それが急にすること
がなくなって、手持ち無沙汰という
か、居場所を失くしたようなようす
が心配です。

昨年の4月4日生まれです。震災時
は、幼い２人の子どもとお腹の子を抱
え、通院中の産科も通えなくなってス
トレスが大きかった。それでも今こう
して１歳を迎えることができました。

ご協力ありがとうございました
４月 18 日・伊達東仮設住宅　
４月 22 日・川俣中央公園にて

渡邊チカ子さん　小宮

高倉英則さん　前田

佐藤榮治さん　前田

酒井政秋さん　小宮

阿部トヨさん　宮内

佐藤順子さん・慎太朗くん　前田

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
次
号
か
ら
避
難
生
活
で
の
疑
問
や

除
染
・
補
償
・
賠
償
に
対
す
る
質
問
に
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

4
22


